
啓発部会／人権啓発の歴史研究会《第１回》

本年は、敗戦６０年、同対審答申４０年、部落地名総鑑発覚３０年などの節目の年であり、部落
解放運動と人権啓発活動にとって、歴史的な転換期でもあります。人権啓発の今後の方向性を明ら
かにするために、今日までの人権啓発（啓蒙、社会同和教育、人権啓発）を概括し、今日的な課題
を整理することの必要性を感じています。下記の要領で『人権啓発の歴史研究会①』を開催したい
と考えます。積極的なご参加をお願いいたします。

第１回テーマ『戦後の人権啓発の歴史と展望』

日程／２００５年 ７月１日（金） １３：３０～１６：３０
会場／大阪人権センター（ＪＲ芦原橋駅下車）
①主報告：上杉孝實（京都大学名誉教授、研究所理事）
「戦後の民主化教育の立ち上げから社会同和教育へ～黎明期から同対審答申へ」

②副報告：白井俊一（部落解放・人権研究所啓発企画室）
問題提起「人権教育・啓発はどこへむかうのか？～ 戦後の歩みの概略」

③討論・意見交換など

申込・問合：（社）部落解放・人権研究所 啓発企画室
〒556-0028大阪市浪速区久保吉1-6-12 大阪人権センター内
TEL.06-6568-1301 FAX.06-6568-0714 E-mail ｋｅｉｈａｓｔｕ@blhrri.org

（社）部落解放・人権研究所 啓発企画室行き FAX 06-6568-0714
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